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定 例 会

電 子 黒 板 を 購 入
の日程で開かれ、電子黒板購入費などを盛り込んだ補正予算４件、条例制
議の結果すべて原案どおり可決されました。一般質問は１人60分以内とし、

Pickup3選挙運動の公費負担に関する条例の制定

公職選挙法の一部改正に伴い町議会議員及び町長の選挙における選挙運
動用自動車、ビラ、ポスター作成を公費負担するもの。
また、町議会議員選挙においては供託金制度が導入された。

一般会計補正予算（358万円増）の主な内容

補正予算３５８万円の主な内容は以下のとおり。

見込みの発行数を大きく下回ったプレミアム商品券

実績が見込みを下回ったことによ
る、事業者への継続化支援商工会
補助金４，５９１万円の減額とプレミア
ム商品券商工会補助金１，２５０万円の
減額

●新型コロナウイルス感染症対策事業 ………………………△５，８４１万円

国補助金の交付決定による減額
●道路新設改良事業 ……………………………………………△２，２００万円

保育園入所人数の増加による入所委託料の増額
●保育園事業 ………………………………………………………1，611万円

利用者増加による増額
●障害者児自立支援給付事業 ……………………………………３，１３４万円

首都圏での誘客キャンペーン
●誘客宣伝特別対策事業 ……………………………………………１２３万円

令和３年１月号 ひがしいず議会だよりNo.3023

一般会計補正予算を可決

小 中 学 校 に
11212月
定例定例会

令和２年第４回定例会は12月10日から11日まで２日間
定２件、条例改正１件、規約変更１件などが提案され、審
６人の議員が登壇しました。（５ページ参照）

定例会の
あらまし

Pickup1学校用備品購入費1,168万円
新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金を活用し、
小中学校に電子黒板や加湿器の
整備を行う。
休校時の対応や国が進める
GIGAスクール構想にて活用して
いく。

※写真はイメージです

電子黒板購入により国のGIGAスクール事業と
連携して休校時の対応が可能となる

GIGAスクール構想
義務教育を受ける児童生徒のために、１
人１台の学習者用ＰＣと高速ネットワー
ク環境などを整備する計画

Pickup2課設置条例の一部改正
令和３年４月より現在の９課体制
を８課体制へするもの。
機構改革の一環で、再編による課
名の変更が行われる。
農林水産課の係を産業振興部門と
整備部門に分け、それぞれ観光産業
課、建設整備課に属するようになる。

令和３年４月～現 行

観光商工係
観光産業課

観光商工係観光商工課

農林水産
振興係振興係

農林水産課
建設管理係

建設整備課

整備係

建設事業係管理係
建設課

農林水産整
備係事業係

▶▶

農林水産課は上記のように２つに分かれることになる

12月
定例会
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新たに計画中の風車の大きさは
全高１１９メートルである

Ｑ

Ａ

町営の風力発電の事業継承は
事業継承に必要な支援をしていきたい

Ｑ

Ａ

一 般 質 問

Ｑ

１
億
２
千
万
円
以
上

の
撤
去
費
用
は
極
力
避
け

る
べ
き
で
は
。

Ａ

基
金
等
、
町
の
財
政

状
況
が
大
変
厳
し
い
中
、

民
間
企
業
が
事
業
継
承
す

る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
財

政
負
担
を
軽
減
し
た
い
。

Ｑ

仮
に
事
業
継
承
で
き

な
い
場
合
は
県
と
協
議
し
、

撤
去
費
用
の
削
減
を
図
る

べ
き
で
は
。

Ａ

現
在
、
基
礎
部
分
を

残
す
方
法
を
県
と
協
議
を

し
て
い
る
。

ま
た
撤
去
費
用
は
、
事

業
継
承
予
定
者
が
内
部
資

料
と
し
て
所
有
し
て
い
る

見
積
書
を
、
参
考
資
料
と

し
て
提
示
い
た
だ
く
こ
と

を
承
諾
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
活
用
し
費
用
削
減

を
図
り
た
い
。

議員楠山 節雄
くす やま せつ お

風車のいい終わり方を

そ
の
ほ
か
の

質 問

遅
く
て
も
４
～
５
年
後
ま
で

に
は
実
施
し
た
い

Ａ

幼
稚
園
の
給
食
導
入
を

Ｑ

現
状
を
憂
慮
し
て
い
る
が
、

広
域
的
な
取
り
組
み
が
必
要

Ａ

松
く
い
虫
の
被
害
が
拡
大
し

て
い
る
が

Ｑ

相次ぐ故障にみまわれた
町営の風力発電

議員藤井 明
ふじ い ひろ あき

Ｑ

町
は
風
車
の
撤
去
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ

す
べ
て
故
障
で
停
止
し

て
お
り
、
民
間
会
社
に
事
業

継
承
し
、
撤
去
し
て
い
た
だ

く
の
が
最
善
と
考
え
る
。

Ｑ

撤
去
費
用
は
。

Ａ

１
億
２
千
万
円
、
基
礎

ま
で
だ
と
２
億
円
以
上
必
要
。

Ｑ

一
昨
年
の
議
会
で
「
お

お
む
ね
５
千
万
円
」
と
答
弁

し
て
い
る
が
。

Ａ

そ
の
後
、
建
設
会
社
に

伺
っ
た
。

Ｑ

な
ぜ
撤
去
費
用
を
基
金

に
積
み
立
て
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ

積
み
立
て
て
き
た
が
大

き
な
故
障
が
あ
っ
た
。

Ｑ

民
間
会
社
で
は
現
在
の

町
営
風
車
を
撤
去
後
、
大
型

風
車
を
建
設
す
る
と
い
う
が

大
き
さ
は
。

Ａ

全
高
１
１
９
ⅿ
、
事
業

用
地
は
５
万
２
７
５
０
㎡
と

な
る
。

Ｑ

民
間
会
社
は
新
た
に
特

別
目
的
会
社
を
設
立
す
る
と

い
う
が
、町
の
出
資
比
率
は
。

Ａ

詳
細
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。

Ｑ

近
隣
に
は
観
光
施
設
や

保
育
園
、
風
下
に
は
片
瀬
、

白
田
区
が
あ
る
が
、
影
響
は

な
い
か
。

Ａ

国
の
指
針
を
上
回
る
騒

音
は
予
測
さ
れ
て
い
な
い
。

Ｑ

保
育
所
か
ら
５
９
１
ｍ

し
か
離
れ
て
い
な
い
の
で
、

乳
幼
児
へ
の
影
響
が
将
来
に

わ
た
っ
て
心
配
だ
が
。

Ａ

２０
年
も
先
の
こ
と
を
考

え
て
は
何
も
で
き
な
く
な
る
。

Ｑ

風
力
発
電
に
よ
る
住
民

被
害
を
出
し
た
町
と
し
て「
貧

す
れ
ば
鈍
す
」
と
な
ら
な
い

終
わ
り
方
を
。

Ａ

風
車
と
被
害
の
因
果
関

係
は
ま
だ
判
っ
て
い
な
い
と

考
え
て
い
る
。
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臨 時 会

1111月
臨時臨時会
11月
臨時会

議案第69・70号、発議第５号

期末手当を0.05月分引き下げ

11
月
11

30
日
に
行
わ
れ
た
第
６
回
臨
時
会
に
お
い
て
専
決
承
認
（
補
正
予
算
）
１
件
、
条
例
改
正
２
件
、

工
事
変
更
契
約
１
件
、
議
員
発
議
１
件
を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

人
事
院
の
勧
告
に
伴
い
、

町
職
員
の
期
末
手
当
を
０
・

０
５
月
引
き
下
げ
る
こ
と
を

可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
引
き
下
げ
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の

影
響
に
よ
る
経
済
の
悪
化
に

伴
い
、
民
間
企
業
と
の
格
差

是
正
の
た
め
に
行
う
も
の
で

す
。こ

れ
に
伴
い
、特
別
職（
町

三
役
）の
期
末
手
当
も
職
員
の

期
末
手
当
改
正
に
準
拠
し
引

き
下
げ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

ま
た
、
議
員
の
期
末
手
当

の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、

議
員
発
議
に
よ
り
提
案
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。
引
き
下
げ

幅
は
、町
職
員
と
特
別
職（
町

三
役
）と
同
様
と
し
ま
し
た
。

〇賛成 ×反対
※議長は採決に加わらない11月臨時会の議案と各議員の賛否

専決処分

〇〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇可決
（１１：０）

京王配水池水中ポンプ故
障により更新工事を実施
したもの（２１５万円増）

専決承認第７号
令和２年度水道事
業会計補正予算

条例改正

〇〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇可決
（１１：０）上記参照

議案第６９号 職員
の給与に関する条
例

〇〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇可決
（１１：０）上記参照

議案第７０号 特別職
の職員で常勤の者の
給与等に関する条例

条例改正（議員発議）

〇〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇可決
（１１：０）上記参照

発議第５号 町議会議
員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例

契約

〇〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇可決
（１１：０）

町立体育センターの屋根、ひ
さし、入口ドア等の改修の変
更が生じたため（１９４万円増）

議案第７１号 町立体育
センター改修工事（建
築工事）請負変更契約

山
田
直
志

定
井
利
子

鈴
木

勉

藤
井

明

内
山
愼
一

村
木

脩

須
佐

衛

西
塚
孝
男

栗
原
京
子

稲
葉
義
仁

笠
井
政
明

楠
山
節
雄

採決結果内 容議 案 名

※

２０２０年 期末手当の減
特別職の職員で常勤の者

町長 △３５，０１７円
副町長 △３０，０１５円
教育長 △２６，５６５円

一般職員一人あたり平均
△１７，１５７円

議員
議 長 △１３，８００円
副議長 △１０，５８０円
委員長 △１０，２３５円
議 員 △ ９，６６０円
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行政のデジタル化は
国の方策を見ながら検討していく

Ｑ

Ａ

議員笠井 政明
かさ い まさ あき

イノシシ・鹿の駆除に力を入れて
猟友会の高齢化や獣の越境など課題が多い

Ｑ

Ａ

（写真はイメージです）

東伊豆付近全般に高い
鹿の生息密度（県資料）

議員山田 直志
やま だ なお し

学校にタブレット、PCを整備

Ｑ

電
柵
等
の
対
応
や
駆
除

の
取
り
組
み
の
実
績
は
。

Ａ

電
柵
は
申
請
３０
件
・
実

績
１８
件
。
有
害
鳥
獣
報
奨
金

は
鹿
３０
件
・
イ
ノ
シ
シ

３０

４０
件

を
交
付
し
た
。

Ｑ

有
害
鳥
獣
報
奨
金
が
支

払
わ
れ
な
い
と
聞
く
が
。

Ａ

昨
年
か
ら
町
の
有
害
捕

獲
期
間
は
４
～
５
月
と
し
、

県
の
鹿
管
理
捕
獲
事
業
は
６

～
１０
月
、
猟
期
が

１０

１１
～
３
月

１５
日
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ

鹿
が
増
え
、
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
被
害
も
増
大
し
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
駆
除
し
な
い

期
間
を
設
け
て
い
る
の
か
。

Ａ

駆
除
期
間
の
延
長
に
つ

い
て
、
猟
友
会
と
も
協
議
し

て
い
く
。

Ｑ

被
害
は
町
中
や
里
で
起

き
て
い
る
の
で
、
猟
銃
で
は

な
く
わ
な
や
、
お
り
に
よ
る

捕
獲
の
た
め
、
餌
づ
け
を
し

た
り
、
処
分
の
方
法
な
ど
大

変
な
手
間
が
か
か
る
。
駆
除

実
施
隊
な
ど
も
他
の
市
町
よ

り
遅
れ
て
い
る
の
で
は
。

Ａ

猟
友
会
員
の
高
齢
化
・

減
少
や
獣
の
越
境
が
根
本
問

題
だ
。

Ｑ

郡
内
で
も
当
町
と
松
崎

以
外
は
国
の
交
付
金
に
よ
り

駆
除
を
実
施
し
て
い
る
。
検

討
を
。

Ａ

調
査
し
報
告
す
る
。

Ｑ

来
年
以
降
の
取
り
組
み

は
。

Ａ

有
害
捕
獲
期
間
の
延
長

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
わ
な
の
選
定
を
進

め
て
い
き
た
い
。

Ｑ

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
検
討
は
。

Ａ

具
体
的
な
検
討
は
行
っ

て
い
な
い
。
国
・
地
方
を
通

じ
た
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
標
準

化
を
行
う
方
針
が
う
た
わ
れ

て
い
る
。
国
の
具
体
的
な
方

策
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
点

で
町
の
方
針
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

現
状
の
シ
ス
テ
ム
の
中

で
も
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
で

き
る
部
分
も
あ
る
の
で
は
。

Ａ

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
検

討
し
て
い
く
。
ま
ず
は
は
ん

こ
レ
ス
化
を
管
理
職
会
議
で

提
案
・
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ

二
拠
点
居
住
の
提
案
を

以
前
行
っ
た
が
検
討
は
。

Ａ

現
在
、
イ
ー
ス
ト
ド
ッ

ク
の
改
修
を
行
っ
て
い
る
た

め
、
来
年
度
以
降
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
等
に
対
応
で
き
る
よ

う
進
め
る
。

Ｑ

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

る
民
間
活
用
は
考
え
て
い
る

か
。

Ａ

行
政
の
簡
素
化
・
効
率

的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ

る
一
方
で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
・
向
上
を
図
っ
て
い

く
た
め
、
民
間
活
用
は
有
効

な
手
段
と
考
え
る
。

Ｑ

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
今
後
の
方
針
は
。

Ａ

機
器
の
準
備
は
今
年
度

中
に
終
わ
る
。将
来
的
に
は
、

常
に
児
童
生
徒
の
そ
ば
に
端

末
が
あ
り
、
学
習
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
く
。
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一 般 質 問

感染から町民を守る取り組みはＱ

県の指導のもとで対処する
Ａ

Ｑ

感
染
の
疑
い
の
あ
る

人
が
自
主
検
査
を
し
た
時

の
補
助
は
。

Ａ

自
主
検
査
費
用
は
補

助
し
な
い
。

Ｑ

感
染
拡
大
を
防
ぐ
に

は
早
期
発
見
が
必
須
で
は
。

Ａ

発
熱
等
の
症
状
が
あ

り
医
師
の
指
示
で
検
査
を

受
け
た
と
き
は
、
公
的
負

担
で
無
料
と
な
る
。

Ｑ

町
民
へ
の
マ
ス
ク
、

消
毒
液
な
ど
の
配
布
は
。

Ａ

個
人
へ
の
配
布
は
考

え
て
い
な
い
。
町
は
こ
れ

ま
で
高
齢
者
施
設
や
病
院
、

学
校
な
ど
へ
の
配
布
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
も
緊

急
時
に
備
え
て
備
蓄
し
て

い
く
。

Ｑ

高
齢
者
世
帯
、
一
人

親
世
帯
な
ど
へ
の
特
別
配

布
は
。

Ａ

来
年
度
予
算
で
考
え

る
。

Ｑ

感
染
予
防
対
策
は
。

Ａ

町
民
へ
の
呼
び
か
け
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
施

設
に
感
染
予
防
の
徹
底
を

お
願
い
し
て
い
る
。

Ｑ

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時

の
危
機
管
理
は
。

Ａ

県
の
指
導
に
従
い
対

応
す
る
。

景観ビジョンに関する取り組みはＱ

令和３年度から景観計画の制定を進める
Ａ

マスク・消毒液の配布を

議員内山 愼一
うち やま しん いち

議員鈴木
すず き

勉
つとむ

Ｑ

地
域
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
稲
取
漁
港
は
、

か
つ
て
外
海
と
東
の
防
波

堤
の
所
で
海
水
が
循
環
し

て
き
れ
い
だ
っ
た
が
、
今

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め

循
環
し
て
い
な
い
。
そ
の

影
響
か
ヘ
ド
ロ
が
堆
積
し
、

汚
れ
が
ひ
ど
い
。
ヘ
ド
ロ

除
去
は
。
ま
た
、
海
岸
付

近
の
美
化
活
動
の
状
況
は
。

Ａ

港
湾
の
ヘ
ド
ロ
除
去

は
県
へ
の
要
望
が
採
択
さ

れ
、
令
和
３
年
度
に
実
施

予
定
。
海
水
の
循
環
に
つ

い
て
は
、
い
か
な
る
工
法

が
あ
る
か
相
談
し
た
い
。

美
化
運
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
活
動
し
て
い
る
。

Ｑ

細
野
高
原
へ
繋
が
る

石
垣
の
あ
る
入
谷
地
区
の

農
村
風
景
の
保
全
や
、
駅

前
、
温
泉
場
の
町
並
み
の

整
備
、
電
柱
・
電
線
の
撤

去
な
ど
の
行
動
計
画
を
策

定
し
て
実
現
す
る
考
え
は
。

Ａ

景
観
計
画
に
基
づ
い

て
実
現
を
図
り
た
い
。

稲取の海を守ろう
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定 例 会

〇賛成 ×反対
※議長は採決に加わらない12月定例会の議案と各議員の賛否

条例制定

〇〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇－可決
（１１：０）

関連法令の改正に
より条文の整備を
図るもの

議案第７２号 地方税法等の一部
を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例

〇〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇Ｐ２可決
（１１：０）

議会議員及び町長の選
挙における費用の一部
を公費負担するもの

議案第７３号 議会議員及び町
長の選挙における選挙運動
の公費負担に関する条例

条例改正

〇〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇Ｐ３可決
（１１：０）

現在の９課体制を
８課体制へ変更す
るもの

議案第７４号 課設置条例

規約改正

〇〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇－可決
（１１：０）

１団体が脱退する
ため規約を変更す
るもの

議案第７５号 静岡県市町総
合事務組合規約の一部変
更

補正予算

〇〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇Ｐ２
Ｐ３

可決
（１１：０）

電子黒板の購入等
によるもの（３５８万
円増）

議案第７６号 令和２年度
一般会計補正予算

〇〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇－可決
（１１：０）

システム改修費の
増額等によるもの
（２４万円増）

議案第７７号 令和２年度
国民健康保険特別会計補
正予算

〇〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇－可決
（１１：０）

システム改修費の
増額等によるもの
（８７４万円増）

議案第７８号 令和２年度
介護保険特別会計補正予
算

〇〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇－可決
（１１：０）

災害復旧費の増額
等によるもの（４６５
万円増）

議案第７９号 令和２年度
水道事業会計補正予算

意見書

〇〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇Ｐ９可決
（１１：０）

国へドクターヘリ
の支援強化を求め
るもの

意見書案第５号 ドクターヘ
リの安定・持続的運用への
支援強化を求める意見書

〇〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇Ｐ９可決
（１１：０）

県へドクターヘリ
の支援強化を求め
るもの

意見書案第６号 ドクターヘ
リの安定・持続的運用への
支援強化を求める意見書

〇〇〇〇〇―〇〇〇〇〇〇Ｐ９可決
（１１：０）

国へ国土強靭化対
策の継続・拡充を
求めるもの

意見書案第７号 防災・減災、
国土強靭化対策の継続及び
拡充を求める意見書

意見書
地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思を意見としてまとめた
文書。具体的には、議員が発案して本会議にはかり、審議の結果、議決された
場合、国会・関係行政庁などに提出する。

山
田
直
志

定
井
利
子

鈴
木

勉

藤
井

明

内
山
愼
一

村
木

脩

須
佐

衛

西
塚
孝
男

栗
原
京
子

稲
葉
義
仁

笠
井
政
明

楠
山
節
雄

掲
載
ペ
ー
ジ

採決結果内 容議 案 名

※
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意見書は
こちら

−意見書を提出しました−
12月定例会において可決した３件の意見書を国・県へ

提出しました。

ドクターヘリの安定・持続的運用への
支援強化を求める意見書

ドクターヘリの運航事業者の経費負担軽減と、整備士や操縦士等スタッフの勤務状況を改
善するため、国・県においては下記事項に取り組むよう要望する。
国への意見書

１．地域ごとのドクターヘリの年間出動回数や出動時間、飛行距離及びその運航経費の実態
を把握し、実際の運用に見合う補助金の基準額を設定すること。

２．消費税の増税に見合った補助金の基準額の改正及び予算措置を行うこと。
３．ドクターヘリ機体の突発的な不具合発生時に運航事業者にさらなる負担を強いることが

ないよう、安全基準に基づいた代替機提供責務の適正化を図るとともに、代替機の提供
に係る経費についても補助金の対象とすること。

４．操縦士等のスタッフの勤務実態を的確に把握すること。
静岡県への意見書

１．ドクターヘリの運行状況を踏まえ、財政的支援の充実を図ること。
２．ドクターヘリ機体の突発的な不具合発生時に運航事業者にさらなる負担を強いることが

ないよう、代替機の提供に係る経費についても支援を行うこと。
３．操縦士等のスタッフの勤務実態を的確に把握し支援すること。

想定される大規模自然災害に備え、令和３年度以降も「防災・減災、国土強靭化のための
３か年緊急対策」を実施する必要性が高いことから、国においては下記事項に取り組むよう
要望する。
１．３か年緊急対策の更なる延長と拡充を行うこと。
２．令和３年度以降も国土強靭化対策の対象事業を拡大するとともに、別枠による必要かつ

十分な予算確保など、対策の抜本的強化を図ること。
３．地方公共団体が国土強靭化地域計画に基づき実施する対策に必要な予算の総額確保を図

ること。
４．老朽化対策が確実に進められるよう新たな財源を創設するとともに、長期安定的に必要

かつ十分な予算を確保すること。

防災・減災、国土強靭化対策の
継続及び拡充を求める意見書
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ふふるさと納税について調べましふるさと納税について調べましたた

－総務経済常任委員会 所管事務調査－
令
和
２
年
９
月
か
ら
１２
月
に

か
け
て
ふ
る
さ
と
納
税
を
テ
ー

マ
と
し
、
常
任
委
員
会
に
よ
る

所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

当
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
制

度
を
開
始
し
た
平
成
２０
年
度
当

時
４
件
４０
万
円
余
り
の
寄
附
で

し
た
が
、
令
和
元
年
度
に
は
１

億
５
９
７
１
万
円
と
約
４
０
０

倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

し
か
し
西
伊
豆
町
で
は
こ
の

１０
倍
の
寄
附
を
受
け
入
れ
、
新

た
な
財
源
と
し
て
教
育
・
産
業

の
振
興
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

今
回
の
本
委
員
会
の
調
査
で

は
、①

写
真
や
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

に
魅
力
が
な
い
。

②
魅
力
あ
る
記
念
品
が
少
な

い
。

③
宿
泊
券
が
約
８
割
を
占
め

て
い
る
。

な
ど
の
状
況
が
見
て
と
れ
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、

以
下
の
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

報告書はこちら

委員会の意見（提言）

ふるさと納税の実績（令和元年度）記念品の種別シェア（令和元年度）

宿泊券が78.4％を構成

財政係が兼務する現行体制では限界がある。
事業充実のため専任スタッフを配置された
い。

専任体制の確立を提言
1

例えば細野高原環境保全など、将来の町づ
くりに役立つ目的の寄附も用意されたい。

目的の明確化を提言
4

記念品の返戻率が３０％を大きく下回ること
のないよう、寄附額区分表の細分化を検討
されたい。

寄附額区分の細分化を提言
2

記念品は宿泊券が多い。これに農漁業、観光
施設の利用を組み合わせるなど、魅力ある商
品開発を心がけていただきたい。

魅力ある商品開発を提言
5

送料を記念品納入業者の負担でなく、町の
負担とすることを検討されたい。

送料負担の検討を提言
3

西伊豆町は情報誌「西伊豆町ふるさと納税
通信」を発行し、寄附者と繋がりを保つ取
り組みを行っている。当町においても同様
の取り組みを検討されたい。

寄附者を町の応援者に
するような取り組みを

提言
6
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委 員 会 活 動

町町民に開かれた議会を目指し町民に開かれた議会を目指してて町町民に開かれた議会を目指し町民に開かれた議会を目指してて

－議会改革特別委員会 中間報告－
議
会
で
は
、
平
成
３０
年
６
月

に
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
、

令
和
２
年
５
月
の
議
員
改
選
を

は
さ
み
議
会
改
革
特
別
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、「
町
民
に
開
か

れ
た
議
会
」
を
目
指
し
改
革
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

住
民
と
の
意
見
交
換
、会
議
ル
ー

ル
の
見
直
し
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
令
和
２
年
１２
月
定
例

会
に
お
い
て
報
告
し
た
中
間
報

告
書
の
内
容
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。ま

だ
ま
だ
道
半
ば
で
、
残
し

て
い
る
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
、
議
会
が
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
で
分
か

り
や
す
い
、
そ
し
て
頼
り
に
な

る
存
在
と
な
れ
る
よ
う
、
さ
ら

な
る
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

2018（Ｈ30）

12

3

6

3

6

9

12

報告書はこちら

6

9

地域おこし協力隊や稲取温泉観光協
会、農業従事者との意見交換会を実
施。
（新型コロナ感染症のため停止中）

各種団体との意見交換会

議会だより編集体制の見直し
職員任せの編集を改めて、議員自
らの手で編集する体制とした。

傍聴にあたっての氏名記入の廃止や
児童の同伴・写真撮影に関する規制
の撤廃など、傍聴ルールを全面的に
見直し、関連規則等を制定・改正。

傍聴ルールの全面見直し

各常任委員会が聞き取り調査やオン
ラインアンケートを実施し報告書に
まとめ、町長を含む三役に提出。喫
緊の課題については議員が一般質問
で確認。

聞き取り・アンケート実施

①定例会前の議案説明を全員出席の
議案等説明会に変更。
②一般会計と特別会計に分かれてい
た決算特別委員会を一本化。

説明・審議方法の見直し

町の附属機関（審議会等）への委員
兼任について令和３年５月の改選以
降行わない方針を町へ示した。

町附属機関の委員兼任の見直し

12「学校の統合」「災害時の議会」を
テーマに議員同士で議論。

政策討論会の実施

議会改革調議会改革調査
特別委員特別委員会
議会改革調査
特別委員会

2019（Ｒ元）

議議員改議員改選議員改選

議会改議会改革
特特別委員特別委員会
議会改革
特別委員会

2020（Ｒ2）

①一般質問の回数制限の撤廃と町長
の反問権の行使許可②議場への携帯
電話等の持ち込み制限撤廃。

本会議のルール見直し

一般質問
YouTube

東伊豆町有線放送㈱
の協力のもと、一般
質問のYouTube配信
を開始。

一般質問の配信開始

採決を挙手採決に変更。
（１１月より起立採決）

本会議のルール見直し



12

生
肉
を
切
っ
て
の
エ

サ
づ
く
り
、
排
せ
つ
物

の
処
理
な
ど
獣
臭
の
中

で
の
世
話
、
大
変
な
仕

事
を
見
て
い
る
と
女
性

の
飼
育
員
が
多
い
こ
と

に
気
が
付
き
ま
し
た
。
総
務

の
方
に
聞
く
と
飼
育
員
に
は

女
性
が
多
い
そ
う
で
す
。

小
川
さ
ん
も
そ
の
一
人
で

す
。虎
好
き
の
女
性
が
、一
途

に
目
標
に
向
か
っ
て
歩
ん
で

い
る
姿
は
、
本
当
に
輝
い
て

見
え
ま
し
た
。観
光
地
は
、こ

の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
が

誇
り
を
も
っ
て
仕
事
に
打
ち

込
ん
で
い
る
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
と
実
感
。
コ
ロ
ナ
が

一
日
で
も
早
く
終
息
し
て
、

こ
の
輝
く
伊
豆
の
人
を
観
に

来
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

（
山
田
）
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10月にホワイトタイガーの赤ちゃんが生まれ、
その様子をYouTubeなどで配信し人気を集める伊豆ア
ニマルキングダム。そこで５年前から移住し飼育員と
して働く小川恵実さんに話を聞いてみました。

令和３年１月号 ひがしいず議会だよりNo.302

小川 恵実 さん
お がわ え み
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委
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村
木
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委
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山
田
直
志

議
会
だ
よ
り

令
和
３
年
１
月
20
日
発
行

ひ
が
し
い
ず

Vol.4

―
猛
獣
の
飼
育
員
は
め
ず
ら

し
い
の
で
は

た
し
か
に
、
専
門
学
校
で

は
猛
獣
の
世
話
を
希
望
す
る

人
は
少
な
か
っ
た
の
で
め
ず

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
私
は
、
も
と
も
と

ラ
イ
オ
ン
が
大
好
き
で
、
学

校
で
も
動
物
の
ケ
ア
な
ど
を

勉
強
し
ま
し
た
。
当
園
で
飼

育
員
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し

た
時
は
、非
常
に
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

込
み
が
な
く
自
然
の
中
で
快

適
に
過
ご
せ
る
こ
と
が
一
番

の
魅
力
で
す
。

海
が
近
い
の
で
、
夏
は
海

に
よ
く
出
か
け
ま
す
。ま
た
、

お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
が
多
い

で
す
。
休
み
に
は
出
か
け
て

い
ま
す
。

―
10
月
に
ホ
ワ
イ
ト
タ
イ

ガ
ー
の
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ

ま
し
た
が

―
赤
ち
ゃ
ん
の
現
在
の
様
子

は―
伊
豆
へ
移
り
住
ん
だ
感
想

を

―
最
後
に
一
言

ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー
の
赤

ち
ゃ
ん
も
１
か
月
目
ま
で
は
、

お
客
さ
ん
に
も
協
力
し
て
も

ら
い
体
重
を
量
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
今
は
、
爪
も

伸
び
力
も
凄
い
の
で
そ
れ
は

で
き
ま
せ
ん
。
可
愛
い
中
に

も
力
強
さ
が
見
ら
れ
ま
す
。

実
は
２
年
前
に
も
出
産
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、

３
頭
の
う
ち
１
頭
が
死
産
と

な
り
残
念
な
思
い
で
し
た
。

今
回
は
３
頭
の
赤
ち
ゃ
ん

が
元
気
に
生
ま
れ
、
日
々
成

長
す
る
そ
の
姿
を
毎
日
見
ら

れ
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で

す
。買

い
物
に
行
く
お
店
が
少

な
い
の
は
不
便
で
す
が
、
人

ア
ニ
マ
ル
キ
ン
グ
ダ
ム
は
、

お
客
さ
ん
と
動
物
の
距
離
が

も
の
す
ご
く
近
く
、
楽
し
く

ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
場

所
で
す
。

ま
た
、ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー

も
日
々
た
く
ま
し
く
成
長
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

２か月でこんなに大きくなりました

お詫びと訂正
議会だより１０月号のＰ１３山田直
志議員の一般質問の記事で誤り
がありましたので、下記のとお
り訂正しお詫びいたします。

【誤】２～３年のうちの値上げは
厳しいと考える。

【正】コロナ禍の町内経済の状況
を見据えながら判断してい
きたい。


